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資料 １． 調査団員・氏名 

 

＜第一次現地調査＞ 

 

氏 名 担 当  所 属・役 職 

 

富田 洋行 総 括  （独）国際協力機構 

  JICA バングラデシュ事務所 

  次長  

 

勝間田 幸太 計画管理  （独）国際協力機構 

   JICA 地球環境部 

   水資源・防災グループ 

  防災第一課 

 

 

内田 善久 業務主任/気象レーダー計画/運営・維持 

 管理計画 （一財）日本気象協会 

 

猪又 裕之 レーダー施設建築設計  （株）国際気象コンサルタント 

 

遠藤 肇秀 通信機器計画   （株）国際気象コンサルタント 

 

岩田 総司 調達計画/積算/施工計画   （一財）日本気象協会 

 

矢切 義行 副業務主任／自然条件調査  （株）国際気象コンサルタント
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＜第二次現地調査＞ 

 

氏 名 担 当  所 属・役 職 

 

富田 洋行 総 括  （独）国際協力機構 

  JICA バングラデシュ事務所 

  次長  

 

松元 秀亮 計画管理  （独）国際協力機構 

   JICA 地球環境部 

   水資源・防災グループ 

  防災第一課 

 

 

内田 善久 業務主任/気象レーダー計画/運営・維持 

 管理計画 （一財）日本気象協会 

 

猪又 裕之 レーダー施設建築設計  （株）国際気象コンサルタント 

 

矢切 義行 副業務主任／自然条件調査  （株）国際気象コンサルタント 



　

資料 ２.　調査行程

 

　   　　 　(１)　第一次現地調査

富田　洋行 勝間田　幸太 内田　善久 猪又　裕之 遠藤　肇秀 岩田　総司 矢切　義行

2014年

総括

JICAバングラデシュ事務所
次長

計画管理

JICA地球環境部　水資源・防災グループ
防災第一課

業務主任／気象レーダー計画／運営・維
持管理計画

レーダー施設建築設計 通信機器計画 調達計画／積算／施工計画 副業務主任／自然条件調査

1 3月24日 月 東京→バンコク

2 3月25日 火
バンコク→ダッカ

JICAバングラデシュ事務所と協議

3 3月26日 水 BMDとの協議

4 3月27日 木
自然条件調査見積り依頼のため現地業者
と協議、資料収集、建築材料単価調査

5 3月28日 金
ラングプール気象レーダー観測所でのサ

イト調査

6 3月29日 土
ジョイデプール（ダッカ気象レーダー観

測所）でのサイト調査

7 3月30日 日
既設ダッカ気象レーダー観測所（IDB)で

のサイト調査

8 3月31日 月
BMD暴風雨警報センター（SWC)でのサイ

ト調査

9 4月1日 火 東京→バンコク 東京→バンコク
BMD暴風雨警報センター（SWC)でのサイ

ト調査

10 4月2日 水

バンコク→ダッカ
BMDとの協議、既設ダッカ気象レーダー
観測所（IDB)でのサイト調査、JICAバン

グラデシュ事務所と協議

バンコク→ダッカ
BMDとの協議、既設ダッカ気象レーダー
観測所（IDB)でのサイト調査、JICAバン

グラデシュ事務所と協議

BMDとの協議、JICAバングラデシュ事務
所と協議

11 4月3日 木

12 4月4日 金

13 4月5日 土 自然条件調査のため現地業者と協議 建築材料単価調査 自然条件調査のため現地業者と協議 建築材料単価調査 自然条件調査のため現地業者と協議

14 4月6日 日 資料収集、自然条件調査フォローアップ

15 4月7日 月
ジョイデプール（ダッカ気象レーダー観
測所）でのサイト調査、JICAバングラデ

シュ事務所と協議、内部打合せ
BMDとの協議

16 4月8日 火 通信管理委員会（BTRC）との協議 建築材料単価調査、資料収集 BMDとの協議

17 4月9日 水
バングラデシュ通信会社（BTCL）との協

議
建築材料単価調査、資料収集 BMDとの協議

18 4月10日 木
ミニッツの最終版作成、JICAバングラデ

シュ事務所へ報告

ミニッツの最終版作成、JICAバングラデ
シュ事務所へ報告

ダッカ→シンガポール

BMDとの協議、バングラデシュ通信会社
（BTCL）と協議

BMDとの協議、輸送計画調査

19 4月11日 金 シンガポール→東京
BMD暴風雨警報センター（SWC)において

資料収集
ラングプール気象レーダー観測所でのサ

イト調査

20 4月12日 土 資料収集、内部打合せ
ラングプール気象レーダー観測所、ジョ
イデプール（ダッカ気象レーダー観測

所）でのサイト調査

21 4月13日 日 BMDとの協議 建築材料単価調査、資料収集 BMDとの協議 建築材料単価調査、資料収集 BMDとの協議

22 4月14日 月 通信管理委員会（BTRC）との協議 資料収集、BMDとの協議 通信管理委員会（BTRC）との協議 BMDとの協議、輸送計画調査 資料収集、BMDとの協議

23 4月15日 火 ダッカ→バンコク BMDとの協議 ダッカ→バンコク

24 4月16日 水 バンコク→東京 BMDとの協議 バンコク→東京

25 4月17日 木 ダッカ→バンコク

26 4月18日 金 バンコク→東京

27 4月19日 土

28 4月20日 日

29 4月21日 月

30 4月22日 火

31 4月23日 水

32 4月24日 木

BMDとの協議、JICAバングラデシュ事務所への報告

ダッカ→バンコク

資料収集、内部打合せ

建築材料単価調査、資料収集

バンコク→東京

BMDとの協議

BMDとの協議

BMDとの協議

東京→シンガポール→ダッカ

ジョイデプール（ダッカ気象レーダー観測所）でのサイト調査、JICAバングラデ
シュ事務所と協議、内部打合せ

BMDとの協議、既設ダッカ気象レーダー観測所（IDB)でのサイト調査

BMDとの協議

官団員 コンサルタント団員

調査日程

既設ダッカ気象レーダー観測所（IDB)でのサイト調査

BMD暴風雨警報センター（SWC)でのサイト調査

BMD暴風雨警報センター（SWC)でのサイト調査、JICAバングラデシュ事務所と協議

ハズラット・シャージャラル国際空港（ダッカ）BMD気象ブリーフィング室でのサ
イト調査

東京→バンコク

バンコク→ダッカ
JICAバングラデシュ事務所と協議

BMDとの協議

自然条件調査見積り依頼のため現地業者と協議、資料収集、建築材料単価調査

ジョイデプール（ダッカ気象レーダー観測所）でのサイト調査

ミニッツの最終版作成、JICAバングラデ
シュ事務所へ報告

JICAバングラデシュ事務所と協議、内部
打合せ

BMD暴風雨警報センター（SWC)、ハズラット・シャージャラル国際空港（ダッカ）BMD気象ブリーフィング室でのサイト調査

ラングプール気象レーダー観測所でのサイト調査

ミニッツの最終版作成、JICAバングラデシュ事務所へ報告

資料収集、内部打合せ

BMDとの協議、既設ダッカ気象レーダー観測所（IDB)でのサイト調査

BMDとの協議

BMDとの協議

ジョイデプール（ダッカ気象レーダー観測所）でのサイト調査

ラングプール気象レーダー観測所、ジョイデプール（ダッカ気象レーダー観測所）でのサイト調査

BMDとの協議、国防省（MOD）表敬

ラングプール気象レーダー観測所でのサイト調査

BMDとの協議
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資料 ２.　調査行程

富田　洋行 松元　秀亮 内田　善久 猪又　裕之 矢切　義行

総括

JICAバングラデシュ事務所
次長

計画管理

JICA地球環境部　防災第一課

業務主任／気象レーダー計画／運
営・維持管理計画

レーダー施設建築設計 副業務主任／自然条件調査

1 9月8日 月

2 9月9日 火

3 9月10日 水

4 9月11日 木 東京→シンガポール→ダッカ

5 9月12日 金

ラングプール気象レーダー観測所で
のサイト調査、ラングプール市役所
との協議、電源開発局（ラングプー

ル）との協議

東京→バンコク

6 9月13日 土
ジョイデプール（ダッカ気象レー
ダー観測所）でのサイト調査、ガジ

プール市役所との協議
バンコク→ダッカ

7 9月14日 日
BMD暴風雨警報センター（SWC)にお

いて資料収集

8 9月15日 月
BMD暴風雨警報センター（SWC)にお

いて資料収集

9 9月16日 火
BMD暴風雨警報センター（SWC)にお

いて資料収集

10 9月17日 水
BMD暴風雨警報センター（SWC)にお

いて資料収集

11 9月18日 木 シンガポール→東京 資料収集、 BMDとの協議

12 9月19日 金 資料収集

13 9月20日 土 資料収集

14 9月21日 日 資料収集、 BMDとの協議

15 9月22日 月

16 9月23日 火

調査日程

2014年

BMDとの協議、日本大使館及びJICAバングラデシュ事務所への報告
ダッカ→シンガポール

　   　　 　(２)　第二次現地調査

BMDとの協議、地方政府庁との協議

官団員 コンサルタント団員

BMDとのミニッツの協議、準備調査報告書（案）説明、BMDとのミニッツ
の最終版作成、電源開発局（ダッカ本局）との協議

BMDとの協議、国防省との協議、首都開発局との協議

ジョイデプール（ダッカ気象レーダー観測所）でのサイト調査、ガジ
プール市役所との協議

BMDとの協議、国防省との協議、首都開発局との協議

BMDとの協議、地方政府庁との協議

BMDとの協議、日本大使館及びJICAバングラデシュ事務所への報告、資料
収集、BMDとの協議

BMDとのミニッツの協議、準備調査報告書（案）説明、BMDとのミニッツ
の最終版作成、電源開発局（ダッカ本局）との協議

ダッカ→バンコク

バンコク→東京

ダッカ→バンコク

バンコク→東京

東京→バンコク

バンコク→ダッカ
BMDとの協議、JICAバングラデシュ事務所との協議

BMDとの協議、準備調査報告書（案）説明

BMDとの協議、準備調査報告書（案）説明

ラングプール気象レーダー観測所でのサイト調査、ラングプール市役所
との協議、電源開発局（ラングプール）との協議
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資料 ３． 関係者（面会者）リスト 

 国防省（Ministry of Defense: MOD） 

Mr. Kazi Habibul Awal Secretary 

Mr. Md. Moazzem Hossain Joint Secretary 

Mr. Md. Shamimuzzaman Senior Assistant Chief 

 

 地方政府庁（Local Government Division, Ministry of Local Government, Rural Development & 

Cooperation） 

Mr. Ashoke Madhab Roy Additional Secretary 

 

 バングラデシュ気象局（Bangladesh Meteorological Department: BMD） 

ダッカ本局（Dhaka Head Office） 

Mr. Md. Shah Alam Director 

Mr. Shamsuddin Ahamed Deputy Director (Storm Warning Centre) 

Mr. Md. Muzammel Haque Tarafder Deputy Director (Engineering) 

Mr. Ahmed Arif Rashid Senior Mechanical Engineer (Planning Division) 

Mr. Md. Abdul Matin Senior Communication Engineer (Storm Warning Centre) 

Ms. Ayesha Khatun Assistant Director (Storm Warning Centre) 

Mr. S.M. Mahmudul Huq Meteorologist (Storm Warning Centre) 

Mr. Md. Shadekul Alam Meteorologist (Storm Warning Centre) 

Mr. S.M. Quamrul Hassan Meteorologist (Storm Warning Centre) 

Mr. Md. Rashaduzzaman Meteorologist (Storm Warning Centre) 

Mr. Md. Abdur Rahman Khan Meteorologist (Storm Warning Centre) 

Mr. Md. Bazlur Rashid Meteorologist (Storm Warning Centre) 

Mr. Md. Abul Kalam Mallik Meteorologist (Storm Warning Centre) 

Ms. Taslima Imam Meteorologist (International Meteorological Division) 

Ms. Nawma Batem Meteorologist (Climate Division) 

Mr. Md. Akram Hossain Meteorological Assistant (Climate Division) 

Mr. Debashish Chakraborty Senior Observer (Climate Division) 

 

 

ダッカ気象レーダー観測所（Dhaka Meteorological Radar Observation Station） 

Mr. Md. Abdul Hannan Assistant Electronic Engineer 

Mr. Md. Jasim Uddin Electronic Assistant 

 

 

ラングプール気象レーダー観測所（Rangpur Meteorological Radar Observation Station） 

Mr. Md. Atikur Rahman Meteorologist 



 
資料 3-2 

Mr. Mohammed Ali Electronic Assistant 

Mr. Abdus Subhan Electronic Assistant 

Mr. Nurunnabi Paiker Electronic Assistant 

Mr. Nur Mohammed Electronic Assistant 

Mr. Md. Mozaharul Islam Mechanic-II 

Mr. Md. Mahaful Islam Mechanic-II 

 

ジョイデプール農業気象観測所（Joydevpur Agro-Meteorological Observatory） 

Mr. Md. Jalal Uddin Assistant 

 

 

ハズラット・シャージャラル国際空港（ダッカ）BMD 気象ブリーフィング室 

（BMD Meteorological Briefing Room in Hazrat Shah Jalal International Airport (Dhaka)） 

Mr. Md. Abdur Rahman Assistant Director 

Mr. Md. Nurul Karim Meteorologist 

 

 バングラデシュ通信会社（Bangladesh Telecommunications Company Limited: BTCL） 

Mr. Md. Shafique Hossain Siddique  Divisional Engineer (Telex & Technical) 

Mr. Abu Zafor Md. Ahasanul Hoque Assistant Divisional Engineer (ITMC) 

 

 バングラデシュ通信管理委員会（Bangladesh Telecommunication Regulatory Commission: BTRC） 

Mr. M.A. Taleb Hossain Director (Licensing) 

 

 ガジプール市役所（Gazipur City Corporation） 

Mr. Md. Akbar Hossain Superintending Engineer (Acting Chief Engineer)  

Mr. Kabir Al Asad Chief Conservancy Officer 

Mr. A.B.M. Siddiqur Rahaman Executive Engineer  

Mr. Md. Abdul Matin Executive Engineer 

AKM Harunur Rashid Executive Engineer 

Mr. Md. Ashraf Hossain Assistant Engineer 

Mr. Md. Moinul Islam Town Planner  

 

 ラングプール市役所（Rangpur City Corporation） 

Mr. Md. Ruhul Amin Khan Chief Executive Officer (Deputy Secretary) 

Mr. Md. Emdad Hossain Superintending Engineer 

Mr. Md. Azam Ali Executive Engineer 

Mr. Md. Ruhul Amin Khan Executive Officer 

Mr. Nazrul Islam Town Planner  
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 電源開発局（ダッカ本局）（Power Development Board (Dhaka)） 

Mr. K. M. Hassan Member (Distribution)  

 

 電源開発局（ラングプール）（Power Development Board, Rangpur） 

Mr. Z.M. Golam Mahboob Executive Engineer, Sale and Distribution-1 

 

 首都開発局（Rajdhani Unnayan Kartripakkha: RAJUK, Capital City Development Authority） 

Mr. Sheikh Abdul Mannan Member (Planning), Joint Secretary 

Mr. Md. Ashraful Islam Deputy Director (Town Planning) 
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資料 ４-１.  討議議事録（M/D） 
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資料 ４-２.  討議議事録（M/D） 
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This item is closed due to confidentiality 
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バングラデシュ人民共和国 

ダッカ及びラングプール気象レーダー整備計画準備調査 
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ソフトコンポーネント計画書 

 

（1） ソフトコンポーネントを計画する背景 

バングラデシュ国（以下「バ」国）は、ガンジス川、ブラマプトラ川、メグナ川の 3大河川

によって形成されるデルタ地帯に位置し、国土の大部分が標高 10m 以下の低平地である。3大

河川の上流域は世界でも屈指の多雨地帯で、モンスーン期には流域で降った大量の雨水が「バ」

国に流入し、大規模な洪水を引き起こす。このほか、北西部から進入する暴風雨「ノーウェス

タ」や竜巻、ベンガル湾から襲来する熱帯サイクロン等、「バ」国は様々な気象災害に見舞わ

れる地理的条件が揃っており、世界有数の自然災害多発国となっている。近年では、2004 年

の大洪水（推定被害総額 22 億米ドル）や 2007 年の熱帯サイクロン「Sidr」（死者約 14 万人、

推定被害総額 23 億米ドル）により、国全体の社会経済活動が麻痺するほどの甚大な被害が発

生した。 

「バ」国には日本の無償資金協力により整備された 5 基の気象レーダーシステムがあり、

「バ」国全土及び隣国国境周辺地域で発生する気象現象を把握することが可能となっている。

「バ」国の気象機関であるバングラデシュ気象局（Bangladesh Meteorological Department: 

BMD）は、これら 5 基の気象レーダーシステムによる観測と地上気象観測及び高層観測をもと

に、気象予警報の作成を行っている。自然災害の危険を事前に予測し、適切な対策を講じるた

めには、タイムリーな精度の高い予警報の作成・提供が必須であり、「バ」国の気象レーダー

観測網はその重要な役目を果たしている。 

しかしながら、ダッカ及びラングプールの両気象レーダーシステムは、完成から約 15 年が

経過し、老朽化が進んでおり、レーダーメーカー側のスペアパーツの供給も年々困難となって

いる。ダッカ気象レーダーシステムは、BMD 技術者の修理点検により、現在も稼働を続けてい

るが、送信出力低下により探知範囲が狭くなり、十分な観測業務が遂行できない状況にある。

しかし「バ」国で最も重要な気象レーダーであるため、現在も日々稼働している。ラングプー

ル気象レーダーシステムはこれまで度重なる復旧作業が行われてきたが、2012 年に BMD 及び

JICA 技術協力プロジェクトの専門家により再調査を実施した結果、再稼働困難と判明した。 

「バ」国の中心に位置し、国土の 8割を観測可能なダッカ気象レーダーシステムは、ダッカ

首都圏の防災及び国際空港の安全を守る役割を担っている。またラングプール気象レーダーシ

ステムは、北西から進入する暴風雨（ノーウェスタ）の監視及び洪水の引き金となるメガラヤ

山脈、ヒマラヤ山麓の降雨監視を行っている。そのためダッカ及びラングプール気象レーダー

システムは、「バ」国の気象災害による被害を軽減する上で極めて重要であり、両レーダーシ

ステムの更新及び施設の整備は喫緊の課題である。 

資料 ５． ソフトコンポーネント計画書 
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本プロジェクトにおいて、我が国が供与した 5基の気象レーダーシステムの内、アナログシ

ステムである既設のダッカ及びラングプール気象レーダーシステムをデジタルの気象ドップ

ラーレーダーシステムに更新して、気象ドップラーレーダーシステム 5基による「バ」国気象

レーダー観測網を再強化して、気象災害による被害の軽減に寄与することを本プロジェクトの

目標とするものである。 

既設のダッカ及びラングプール気象レーダーシステムは、アナログ通常気象レーダーシステ

ムであるため、本プロジェクトで導入予定のデジタル固体化電力増幅式気象ドップラーレーダ

ーシステムの運用維持管理の経験を有する BMD 技術者はいない。導入される気象レーダーシス

テムの円滑な運用維持管理技術を短期間において効率的に伝授するため、既設気象レーダーシ

ステムの運用維持管理経験を有する技術者を中心として、本プロジェクト実施中において、本

計画書に記載したソフトコンポーネントを投入することが、プロジェクト成果の持続性を確保

する上においても妥当であると判断した。 

 

（2） ソフトコンポーネントの目標 

BMD が気象ドップラーレーダーシステムを独自で確実な運用ができるようになること。 

 

（3） ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの成果は下表の通りである。 

表 1  ソフトコンポーネントの成果 

No. 
活動（技術移転）

項目 
成果 成果指標 

成果達成度の 

確認方法 

1 

気象ドップラーレー

ダー点検、調整、軽

微な故障の探究・処

置・復旧及び重大な

故障発生時の対応 

BMD 職員が気象レ

ーダー機器のメ

ンテナンス方法

を習得する 

BMD 独自による点検、調整、軽微な故

障の探究・処置・復旧（a.測定器類を

用いた定期保守点検、b.予備品の実機

への組入れ後の気象ドップラーレーダ

ーシステムの動作確認（観測状況）、

c.故障探求・処置・復旧確認作業及び

重大な故障発生時の対応（コンサルタ

ント及び製造メーカーへの情報伝達、

技術アドバイス受領等） 

1)測定器類を用いた定期保守点

検、2)予備品の実機への組入れ後

の動作確認（観測状況）、3) 軽微

な故障の探求・処置・復旧確認作

業、4) 重大な故障発生時の対応

に関する習熟度を、目視及びイン

タビューにより確認する 

2 

気象ドップラーレー

ダーシステムマニュ

アル概要及びレーダ

ーシステム保守管理

台帳を活用した迅速

且つ適切な気象レー

ダー運用・管理 

BMD職員が気象レ

ーダーの運用・管

理方法を習得す

る 

気象ドップラーレーダーシステムマニ

ュアル概要及びレーダーシステム保守

管理台帳を活用した、迅速且つ適切な

運用・管理技術 

気象ドップラーレーダーシステム

マニュアル概要の利用頻度、レー

ダーシステム保守管理台帳の活用

を記載内容（各日、週、月）及び

インタビューにより確認する 

3 

雨量強度及びドップ

ラー速度観測のシー

クエンス・スケジュ

ールに従った気象レ

ーダー観測 

BMD職員が気象レ

ーダーを適切に

操作できる 

気象現象を的確に把握し、気象レーダ

ー観測データを予報業務に活用するた

め、雨量強度及びドップラー速度観測

のシークエンス・スケジュールに従っ

た気象レーダー観測 

観測シークエンス・スケジュール

に沿った気象レーダー観測の実施

を、雨量強度及びドップラー速度

観測データにより確認する 
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（4） 成果達成度の確認方法 

ソフトコンポーネントの成果達成度の確認方法は表 1に示した通りである。 

 

（5） ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

ソフトコンポーネントの活動（投入計画）は以下の通りである。 

表2  ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

成果 
必要とされる 

技術・業種 

現況の技術と必要と

される技術レベル 

ターゲット

グループ
実施方法 実施リソース 成果品 

成果 1：点検、

調整、軽微な

故 障 の 探

究・処置・復

旧技術を BMD

技術者が習

得する 気象レーダー調

整・故障探求を

行える技術を有

する技術者 

BMD は、アナログ気象

レーダーシステムの調

整・故障探求の実施

経験のみであるた

め、デジタル気象レ

ーダーシステムの技

術が必要 

次表に示し

た通り 

測定器類を用いた定期

保守点検研修 
＜第1回＞ 

気象レーダー調整・

故障探求技術担当

コンサルタント：

1.20 人月（現地技

術移転期間：36 日） 

直接支援型 

測定器類を用いた定期

保守点検実施手順書 
納入された予備品の実

機への組入れ後の動作

確認（観測状況）研修 予備品の実機への組入

れ後の動作確認（観測

状況）手順書 

故障状態を想定し、故

障探求・処置・復旧確

認研修 

重大な故障発生時の対

応研修 

＜第2回＞ 

気象レーダー調整・

故障探求技術担当

コンサルタント：

0.77 人月（現地技

術移転期間：23 日） 

直接支援型 

故障探求・処置・復旧

確認手順書 実施手順書の作成 

重大な故障発生時の対

応手順書 

成果 2：BMD

技術者が、マ

ニュアル概

要及び保守

管理台帳を

活用した迅

速且つ適切

な運用・管理

技術を習得

する 

気象レーダー運

用・管理を行え

る技術を有する

技術者 

BMD は、アナログ気象

レーダーシステムの運

用・管理を行った経験

のみであるため、デ

ジタル気象ドップラ

ーレーダーレーダー

システムのマニュア

ル概要及び保守管理

台帳に沿った運用・

管理が実施できる技

術が必要 

次表に示し

た通り 

BMD 技術者との技術デ

ィスカッション 
＜第1回＞ 

気象レーダー運用・

管理技術担当コンサ

ルタント：1.20 人月

（現地技術移転期

間：36 日） 

直接支援型 

気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル

概要 気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル

から最重要部分の選出
レーダーシステム保守

管理台帳 

• システム障害/トラ

ブルの発生日時 

• システム障害/トラ

ブルの原因（異音、

部分的な劣化、その

他） 

• 実施した復旧手順 

• 交換した部品の名称

及び数量 

• 復旧/トラブルシュ

ーティングを行った

エンジニアの氏名 

気象ドップラーレーダ

ーシステムマニュアル

概要の作成 

レーダーシステム保守

管理台帳の作成 
＜第2回＞ 

気象レーダー運用・

管理技術担当コンサ

ルタント：0.77 人月

（現地技術移転期

間：23 日） 

直接支援型 

BMD 技術者による気象

ドップラーレーダーシ

ステムマニュアル概要

及びレーダーシステム

保守管理台帳の使用 

成果 3：雨量

強度及びド

ップラー速

度観測のシ

ー ク エ ン

ス・スケジュ

ールに従っ

た気象レー

ダー観測が

開始される 

 

気象レーダー観

測データよりク

ラッター及び

ブラインドエ

リアの特定が

行え且つバン

グラデシュの

気象現象に即

した観測のシ

ークエンス・

スケジュール

の作成を行え

る技術を有す

る技術者 

既設アナログ気象レー

ダーシステムには

CAPPI 機能がないこ

とから、BMD は CAPPI

による観測を実施し

た経験がないため、

CAPPI による雨量強

度及びドップラー速

度観測のシークエン

ス・スケジュール作

成に関する技術が必

要 

次表に示し

た通り 

BMD 予報官及び技術者

との技術ディスカッシ

ョン及び座学 

気象レーダー観測技

術担当コンサルタン

ト：1.03 人月（現

地技術移転期間：

31 日） 

直接支援型 

雨量強度及びドップラ

ー速度観測のシークエ

ンス・スケジュール 

気象ドップラーレーダ

ーシステムのクラッタ

ー及び各アンテナ仰角

時（0.5 度間隔、1～3

度間）のブラインドエ

リアの特定 

各アンテナ仰角時（0.5

度間隔、1～3 度間）の

ブラインドエリア図の

作成 

雨量強度及びドップラ

ー速度観測のシークエ

ンス・スケジュールの
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作成 

雨量強度及びドップラ

ー速度観測のシークエ

ンス・スケジュールに

従った気象レーダー観

測の実施 

 

各成果のターゲットグループを以下の表に示す。 

 

表 3  成果 1 及び 2 のターゲットグループのターゲットグループ 

技術者／職員 
BMD 本局 

(暴風雨警報センターを含む)

ダッカ（ジョイデプール） 

気象レーダー観測所 

ラングプール 

気象レーダー観測所 

主任電子技師 1 0 0 

電子技師 1 0 0 

電子技師補 2 2 1 

通信技師補 4 0 0 

電子アシスタント 5 6 3 

機械アシスタント 3 0 1 

機械工 II 3 2 0 

 

表 4  成果 3 のターゲットグループ 

技術者／職員 
BMD 本局 

(暴風雨警報センターを含む)

ダッカ（ジョイデプール） 

気象レーダー観測所 

ラングプール 

気象レーダー観測所 

主任電子技師 1 0 0 

電子技師 1 0 0 

予報官補佐 10 0 2 
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活動日程詳細計画は以下の通りである。 

 

第 1回活動（ラングプール気象レーダーシステム設置工事完了時） 

表 5  第 1 回活動日程詳細計画 
 活動 No.1 活動 No.2 活動 No.3 

日 

気象ドップラーレーダー点検、調整、軽

微な故障の探究・処置・復旧及び重大な

故障発生時の対応 

気象ドップラーレーダーシステムマニュ

アル概要及びレーダーシステム保守管理

台帳作成 

雨量強度及びドップラー速度観測のシー

クエンス・スケジュール 

1 日本発 日本発 日本発 

2 ダッカ着 金曜日 ダッカ着 金曜日 ダッカ着 金曜日 

3 ラングプールへ移動 土曜日 ラングプールへ移動 土曜日 事前準備 土曜日 

4 
ラングプール気象レーダー塔施設にお

いて準備作業 

ラングプール気象レーダー塔施設にお

いて準備作業 
BMD 暴風雨予警報センター予報官及び技術

者との技術ディスカッション及び座学 
5 

測定器類を用いた定期保守点検の実施研修

及び実施手順書の作成 

BMD 技術者との技術ディスカッション及び

気象ドップラーレーダーシステムマニュア

ルから最重要部分の選出 

6 気象ドップラーレーダーシステムのクラッ

ター及び各アンテナ仰角時（0.5 度間隔、1

～3 度間）のブラインドエリアの特定 

7 

8 

9 金曜日（休日） 金曜日（休日） 金曜日（休日） 

10 土曜日（休日） 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

11 実施手順書の作成 

気象ドップラーレーダーシステムマニュア

ル概要（案）の作成 

 

レーダーシステム保守管理台帳（案）の作

成 

各アンテナ仰角時（0.5 度間隔、1～3度間）

のブラインドエリア図の作成 12 

納入された予備品の実機への組入れ後の動

作確認（観測状況）研修及び実施手順書の

作成 

13 
雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュール（案）作成 

14 雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュールに従った気象レーダ

ー観測の実施 
15 

16 金曜日（休日） 金曜日（休日） 金曜日（休日） 

17 土曜日（休日） 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

18 実施手順書の作成 気象ドップラーレーダーシステムマニュア

ル概要（案）の作成 

雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュール（案）見直し 

19 

故障状態を想定し、故障探求・処置・復旧

確認研修及び実施手順書の作成 

雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュールに従った気象レーダ

ー観測の実施 

20 BMD 技術者による気象ドップラーレーダー

システムマニュアル概要（案）及びレーダ

ーシステム保守管理台帳（案）の使用 

21 

22 

23 金曜日（休日） 金曜日（休日） 金曜日（休日） 

24 土曜日（休日） 土曜日（休日） 土曜日（休日） 
25 実施手順書の作成 気象ドップラーレーダーシステムマニュア

ル概要（案）及びレーダーシステム保守管

理台帳（案）見直し 

雨量強度及びドップラー速度観測のシーク

エンス・スケジュールの完成 26 
重大な故障発生時の対応研修 

BMD による研修復習 

実施手順書の作成 

27 BMD 技術者による気象ドップラーレーダー

システムマニュアル概要及びレーダーシス

テム保守管理台帳の使用 

完了報告書の作成 
28 

29 BMD との技術ディスカッション 

30 ダッカへ移動 金曜日（休日） ダッカへ移動 金曜日（休日） ダッカ発 

31 土曜日（休日） 土曜日（休日） 日本帰国 

32 
完了報告書の作成 完了報告書の作成 

 

33  

34 
BMD 暴風雨予警報センター（ダッカ）との

技術ディスカッション 

BMD 暴風雨予警報センター（ダッカ）との

技術ディスカッション 

 

35 ダッカ発 ダッカ発  

36 日本帰国 日本帰国  
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第 2回活動（ダッカ（ジョイデプール）気象レーダーシステム設置工事完了時） 

表 6  第 2 回活動日程詳細計画 

 活動 No.1 活動 No.2 

日 

気象ドップラーレーダー点検、調整、軽

微な故障の探究・処置・復旧及び重大な

故障発生時の対応 

気象ドップラーレーダーシステムマニュ

アル概要及びレーダーシステム保守管理

台帳作成 

1 日本発 金曜日 日本発 金曜日 

2 ダッカ着 事前準備 土曜日 ダッカ着 事前準備 土曜日 

3 
ダッカ（ジョイデプール）気象レーダー

塔施設において準備作業 

ダッカ（ジョイデプール）気象レーダー

塔施設において準備作業 

4 測定器類を用いた定期保守点検の実施研修

及び実施手順書の作成（ラングプール気象

ドップラーレーダーシステムの実施手順書

を参照） 
BMD 技術者との技術ディスカッション及び

気象ドップラーレーダーシステムマニュア

ルから最重要部分の選出 

5 

6 

7 

納入された予備品の実機への組入れ後の動

作確認（観測状況）研修及び実施手順書の

作成（ラングプール気象ドップラーレーダ

ーシステムの実施手順書を参照） 

8 金曜日（休日） 金曜日（休日） 

9 土曜日（休日） 土曜日（休日） 

10 納入された予備品の実機への組入れ後の動

作確認（観測状況）研修及び実施手順書の

作成（ラングプール気象ドップラーレーダ

ーシステムの実施手順書を参照） 

ラングプール気象ドップラーレーダーシス

テムマニュアル概要及びレーダーシステム

保守管理台帳をダッカ（ジョイデプール）

気象ドップラーレーダーシステム用に改定 
11 

12 故障状態を想定し、故障探求・処置・復 

旧確認研修及び実施手順書の作成（ラング

プール気象ドップラーレーダーシステムの

実施手順書を参照） 

BMD 技術者による気象ドップラーレーダー

システムマニュアル概要（改定案）及びレ

ーダーシステム保守管理台帳（改定案）の

使用及び見直し 

13 

14 

15 金曜日（休日） 金曜日（休日） 

16 土曜日（休日） 土曜日（休日） 
17 重大な故障発生時の対応研修 

BMD による研修復習 

実施手順書の作成（ラングプール気象ドッ

プラーレーダーシステムの実施手順書を

参照） 

BMD 技術者による気象ドップラーレーダー

システムマニュアル概要及びレーダーシス

テム保守管理台帳の使用 
18 

19 
完了報告書の作成 完了報告書の作成 

20 

21 BMD との技術ディスカッション BMD との技術ディスカッション 

22 ダッカ発 金曜日（休日） ダッカ発 金曜日（休日） 

23 日本帰国 土曜日（休日） 日本帰国 土曜日（休日） 

 

（6） ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

実施リソースは、本プロジェクトの機材調達に関わる本邦コンサルタントによる直接支援型

とする。その理由は以下の通りである。 

 気象業務及び導入される気象レーダーシステムに関する高度な技術及び知識を有してい

る人材が不可欠であること。 

 通常、上述のような技術や知識を豊富に有している人材は、気象コンサルティング業務

を実際に行っている組織に在籍していること。 

 計画されている技術移転と同様の経験を有する人材が必要であること。 

これより、本邦コンサルタントの直接支援型とする。 
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（7） ソフトコンポーネントの実施工程 

プロジェクト全体工程及びソフトコンポーネント実施工程を以下に示した。ソフトコンポー

ネントは、気象レーダーシステムの据付が完了して、調整段階となる、本プロジェクトの完了

時前に実施する計画としている。 

 

機材輸送

機材据付／調整

機材調達・据付工事

機材調達・据付工事

電気・空調・衛生設備工事

外構工事

機材製作

仮設・杭・土工事

躯体工事

仕上工事

機材輸送

機材据付／調整

ダッカ(ジョイデプール)気象レーダー観測所

機材製作

機材輸送

建設工事

機材据付／調整

ハズラット・シャージャラル国際空港(ダッカ）

工事準備

機材調達・据付工事

機材製作

機材輸送

19 20 21 22 23 24 25 26 27 281 2 3 4 5 6 7 8 9 29 30 3110 11 12 13 14 15 32 33 34

建設工事

工事準備

16 17 18

機材据付／調整

仮設・杭・土工事

躯体工事

仕上工事

ラングプール気象レーダー観測所

BMDダッカ本局暴風雨警報センター(SWC)

機材調達・据付工事

機材製作

電気・空調・衛生設備工事

外構工事

ソフトコンポ―ネント（活動 No.3）

ソフトコンポーネント

ソフトコンポ―ネント（活動 No.1）

ソフトコンポ―ネント（活動 No.2）

計：16.0ヶ月

月

計：15.0ヶ月

計：15.0ヶ月

計：16.0ヶ月

計：17.0ヶ月

計：17.0ヶ月

 

 

 

 

 

表 7  ソフトコンポーネント実施工程
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（8） ソフトコンポーネントの成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は以下の通り。 

表 8  ソフトコンポーネントの成果品（アウトプット） 
資料名 提出時期 ページ数 

1)測定器類を用いた定期保守点検、2)予備品の実機への組入れ後の動作確認（観

測状況）、3)故障探求・処置・復旧確認作業実施手順書、4)重大な故障発生時の

対応手順書 
技術移転実施後 

20 

気象ドップラーレーダーシステムマニュアル概要 30 

レーダーシステム保守管理台帳 10 

雨量強度及びドップラー速度観測のシークエンス・スケジュール 10 

資料名 内容 提出時期 ページ数 

ソフトコンポーネント実

施完了報告書 

 活動計画と実績 

 計画した成果と成果の達成度 

 成果の達成度に影響を与えた要因 

 効果の持続・発展のための今後の課題・提言等 

 成果品一式 

ソフトコンポーネ

ント実施完了時 
50 

 

（9） 相手国側の責務 

ソフトコンポーネントの実施に関して BMD 側の責務は、以下の通りである。 

1) 人的資源開発 

a) 継続的に次世代を担う人材を雇用する。 

b) 研修と人的資源開発計画を通じて、より優れた人材の育成を行う。 

2) プロジェクトにおいて調達された機材の長期運用 

a) 定期的にシステム運用維持管理に必要な予算を確保し、プロジェクトで供給された全

ての気象機材の交換部品、消耗品の調達を計画的に行う。 

b) 盗難や破損から機材を保護する。 

 

上述に記述したBMD側の責務に関しては、BMDの組織的且つ人的能力を鑑みると、十分に実

施可能であると考えている。特に「継続的に次世代を担う人材を雇用」に関しては、気象レー

ダーの維持管理面において BMD が自立的発展するためには、電子関連技術者を継続的に補充

し、補助業務を行う職員から電子技師に至る全てのスタッフに気象レーダーの維持管理能力

を継承していくことが必要不可欠である。 
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調査名：バングラデシュ国ダッカ及びラングプール気象レーダー整備計画準備調査 

番号 名  称 

形態 

図書・ビデオ

地図・写真等

ｵﾘｼﾞﾅﾙ 

／ｺﾋﾟｰ／

電子ﾌｧｲﾙ

 

発行機関 

 

発行年

1 Bangladesh Building Code 図書 電子ﾌｧｲﾙ
Housing and Building Research 

Institute 
2012 年
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